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サイバーテック沖縄、Web CMS「シーサーCMS」をリリース
～企業Webサイト向けにWordPressを最適化したCMS～
----------------------------------------------------

XML技術をベースに「Document
Revolution」をおこし、顧客企業の発展に貢献する株式会社サイバーテック（代表取締役社長：
橋元 賢次
本社：東京都渋谷区、以下サイバーテック）の子会社である、合同会社サイバーテック沖縄（代
表社員：橋元 賢次 本社：沖縄県名護市、以下サイバーテック沖縄）は、フリーのWeb
CMSであるWordPressをベースとした独自CMS「シーサーCMS」をリリースいたします（提供開始日
：2017年8月1日  ）。

今回リリースする「シーサーCMS」は、フリーのWeb CMS（Contents Management
System）であるWordPressをベースに、サイバーテック沖縄が基本的なプラグインを組み込み、コ
ーポレートサイトに最適な形にパッケージングしました。
◎シーサーCMS 製品紹介ページ http://okinawa.itoutsourcing.jp/cms/
◎サイバーテック沖縄 http://okinawa.itoutsourcing.jp/

「シーサーCMS」の特徴は以下の3点となります。
1）高い拡張性
CMSとして人気が高く、カスタマイズの情報も豊富に出回っている「WordPress」をベースとして
います。「シーサーCMS」の基本パッケージ以外にも大量に存在するプラグインを別途組み込み、
お客様だけのCMSにカスタマイズすることが可能です。

2）カンタン
お客様に行っていただくのはサイトに使用する画像やコンテンツテキストの準備のみで、HTMLコ
ーディングやCSSといった専門知識は不要です。構築に伴うディレクションもセットとなりますの
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で、流れに沿った形で自然に企業サイトが構築できます。

3）低コスト
フリーのCMS「WordPress」をベースとしていますので、ソフトウェア使用にかかるライセンス費
用は不要です。他社なら高額になりがちなディレクション費用もサイバーテック沖縄からオンラ
インで実施させていただくことで、圧倒的な低価格を実現しました。

■「シーサーCMS」費用
・ライセンス費用：無料
・初期構築費用：5万円（税別）
※ディレクション費用、および「シーサーコーディング」費用が別途発生いたします。
・あんしんサポートパック：10万円/年（税別）☆一日あたりなんと274円！★
※初年度より必須となります。
※簡易レンタルサーバー（ご希望者のみ）の年額利用料も含みます。
※ドメインの維持・管理費用は別途必要となります。

「シーサーCMS」にてWordPressをベースとした理由は以下の通りです。
1）元々ブログ用のCMSであったため、初心者でもコンテンツの投稿が行いやすい
サイトを作るまでが初期費用で、その後の更新や修正はランニングコストとなります。投稿がカ
ンタンになるため、社内で全て完結することが可能となります。

2）テンプレートが一番豊富なので他社のコーポレートサイトとかぶる可能性が低い
限られた予算の中でも他社と差別化を図りたい、そういったご要望にお応えできるのがWordPress
です。豊富なテンプレートからお客様に合った物をお選びいたします。

3）フリーのCMSにもかかわらず、機能強化のためのプラグインが一番多く流通している
プラグインとは「拡張機能」のことです。ユーザーが多いWordPressには多くのプラグインが用意
されており、今後も増えていくことが予想されます。投稿時に便利な機能や、SEO対策として有用
なものなど、必要な機能を追加できます。

今後サイバーテック沖縄は、本社であるサイバーテック、およびフィリピン
セブ島に有する自社オフショア子会社「サイバーテック
セブITアウトソーシングセンター」と連携し、低価格・高品質でお客様の企業サイトを次々と立
ち上げることを目指すとともに、「シーサーCMS」の導入を推進いたします。

＜株式会社サイバーテックについて＞
株式会社サイバーテックは1998年に設立されました。以下の4つの事業により、教育コンテンツ・
マニュアルなどのWeb化・データベース化を実現し、顧客企業の発展に貢献します。
（URL：http://www.cybertech.co.jp/）

1）ブログ感覚で入稿～Webと紙を連携するCMS「Publish MakerX」提供
Webファーストで「脱DTP・脱WORD」を実現し、Webブラウザからブログ感覚で入稿・編集すること
により、Webと紙を連携する国産CMS（コンテンツ・マネジメント・システム）です。制作業務の
内製化・効率化・スピードアップが実現できる本システムは、コンテンツの流用や版管理、素材
管理機能を搭載しており、多メディア展開・マルチレイアウト・社内共有が可能となります。マ
ニュアルや業務規程集、教材などの制作に最適です。
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※「Publish MakerX」製品紹介ページ：http://www.cybertech.co.jp/xml/xmldb/pmx/

2）国内シェアNo.1のXMLデータベース「NeoCore」の提供
柔軟性の高いデータを「なんでも・早く・簡単に」効率よく管理できる、国内シェアNo.1のXMLデ
ータベースソフトウェア「NeoCore（ネオコア）」を提供します。
※「NeoCore」製品紹介ページ：http://www.cybertech.co.jp/xml/xmldb/neocore/

3）日本人窓口の高品質オフショア「セブITアウトソーシング」の提供
2006年からフィリピン・セブ島で運営する自社オフショア拠点にて、次の8つの「実績と信頼」の
サービスを、現地日本人ディレクタ・プロジェクトマネージャにより、「高品質・低価格」にて
ご提供いたします。
・Webサイト構築・リニューアル
・CMS導入・入れ替え・コンテンツ移行
・Webサイト運用・運営代行
・DTPデータのWeb展開
・動画や画像のメディア変換・加工
・メタデータ作成・BPO
・DITA導入支援・DITA化
・オフショア開発・運用保守
※「セブITアウトソーシングサービス」ご紹介ページ：http://www.itoutsourcing.jp/

4）クラウドソーシング価格でご提供する「シーサーITサービス」の提供
沖縄県名護市で運営する自社ニアショア拠点にて、次の3つのサービスを低コストオペレーション
にてフリーランスレベルの価格でご提供いたします。
・シーサーCMS：企業サイト構築用に最適化されたCMSの提供
・シーサーWebマネジメント：Webサイト運用・運営代行や、SEO対策サービス
・シーサーコーディング：制作会社様などのプロ向けHTMLコーディングサービス
※「サイバーテック沖縄」ご紹介ページ：http://okinawa.itoutsourcing.jp/

＜XMLデータベースとは＞
XMLデータベース（XML
DB）は、構造化文書（XMLドキュメント）をそのまま格納することが可能な製品です。従来のRDB
で必要とされた複雑なマッピング処理が不要になり、やわらかい情報管理を実現しながら高いパ
フォーマンスを保つことが可能です。RDBでもXMLは扱えますが、XMLデータベースと比較した場合
、一定量になるとパフォーマンスに約50倍～100倍の差が生じるため、現実的ではありません。
また、XMLデータベースは、検索エンジンと異なり、W3C標準のXQuery
によるXMLネイティブ検索が行えますので、「不特定の担当者3名が改版した文書」「
2013年4月15日  ～6月20日 
 の期間に修正された箇所」といった、高度な属性検索を行う事が可能であり、大量のドキュメン
トから目当てのデータを探し出すことができます。XMLデータベースに関する技術的な情報は、XM
LDB.JP （http://www.xmldb.jp/）をご覧ください。

■問い合わせ先：
株式会社サイバーテック 管理部 広報担当 薮田（ヤブタ）
住 所：〒150-0044 東京都渋谷区円山町20-1 新大宗円山ビル7階
電 話：
F A X ：
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メール：
W e b ：http://www.cybertech.co.jp/
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